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全国レディーステニス神奈川県大会

・
11= 三ツ沢公園テニスコート 9月 24日～26日

予選 6会場合計549組の参加者の中を勝ち上がった64組

で本選は行われました。

大会初日から激戦が繰り広げられ、この中から全国決勝

大会へのキップを手にした 3組は、実力、気力を兼ね備え

た平均年齢32.5才の若さのチーム。ポイントごとにタッ

チl プレッシャーのなかにも余裕の笑顔で楽しそうな戦い

ぶりでした。

橋本・高橋  (夢見ヶ崎□―ン)

太田・兵頭  (YITC。 東急瞼山)

甘粕。若林  ∝子・横須賀)

高橋。水川  (東急有馬・亀の甲山)

大場・我妻 (メガロ及横濱,NA城郷)

和田。鳥谷部 (ウインズ・湘南ファミリ )

相田・佐 木々 (ケソウッド)

芦谷・岸本 (開成グリーン・ウインズ)

朝からカンカン照り、午前11時にはコート上の温

度計は最高点に達していました。子供たちは猛暑の

中、冷房完備の救護室で休息を取り、用意された氷

をしやぶりながら体力の温存に努め熱中症にもなら

ずに頑張りました。

午後からはちびっ子テニス教室、ターゲットテニス、すいか割りと充実した一日でした。

「親子で初めて参加…思い出になる」、「いつもシングルスばかりなのでお母さんとダブルスをやって楽

しかった」、「昨年負けて悔しかつたので一生懸命練習し、よい結果が出せてうれしいJ、 「こどもに叱られな

がら頑張りました」。 負けて悔し涙の子供を「よくやったね」となぐさめるお母さん。悲喜こもごも、勝負

の世界はきびしいけれどまた来年も挑戦してください。

●小学 1年生～4年生の部 (15組)

☆決勝トーナメント優勝  穂積絵莉・盛子組
穂積絵莉・盛子

遠山佳蒙・を子

植木陽―郎・朋子

本郷未生・永子

● 3位決定戦

太田・兵頭

相田・佐 木々

●小学5年生～6年生の部 (24組 )

☆決勝トーナメント優勝  桑田寛子。ゆかり組
成田―平・荻山純子

桑田寛子・ゆかり

中崎達也・ 愛子

太田 龍 。真由美

藤森崇充・享子

和田 誠 。とし子
●中学生女子の部 (7組 )

☆決勝トーナメント優勝 新丼未来。中田美栄子組
新井未来・中田美栄子

堺沢なつみ 。恵子

●中学生男子の部 (4組 )

☆リーグ優勝  藤丼健・里奈組  3勝 0敗

‐‐‐■■■1風越公園●■|卜■3月2■日■
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参加選手 :青木美保子 。上原裕子組

村岡裕子・渡辺永海組

飯塚恵子・藤原よし美組

美知花杯優勝チームが参加できるこの大会は今年で2回 目となり、本年も

各県粒ぞろいの選手ばかり。参加選手は、前日観光、 2日 目大会と軽井沢を

満喫したようでした。

長野県役員の方々に感謝申し上げますとともに、この大会が末永く続くこ

とを願つています。                 (監 督 入澤)

1位 埼 玉

2位 東 京

3位 神奈川
4位 長 野

5位 千 葉

小出原テニスガ■デン 50組・8月 8日



5回 神奈川県女子テニス連盟 ダブルストーナメント
厚木南毛利テニスコート 1月 20日～22日

第35回を数える伝統あるこの大会に、今年から新たに65才以上の部が加わり2組がエントリー、総計104

組の選手たちの熱戦が繰り広げられました。

最終日は朝から今にも雨が降り出しそうなあいにくの天気でしたが、冷たい空気を選手の熱気が吹き飛ば

すような熾烈なゲーム展開になりました。5面のコートすべてがフルセットに持ち込まれ、観客は緊迫したプ

レーにくぎ付けとなり、ナイスプレーにあちこちから賞賛の声が聞かれました。先輩が築き育ててこられた

この大会は、一年の最後を締めくくるのにふさわしいすばらしいものとなりました。

●一般の部     64組
小山・山野 (湘南□―ン・SCアクア)

村上・青木 陳急瞼山)

鈴木・高橋 佐近山R,T・ H・ YTC)

禾□田・鳥谷部 (ウインス・湘南ファミリー)

伊藤・山田 (YSC・ SCアクア)

杉山・田中 保り|□―ン)

原 ・穂積 鋼 南 平)

岸宗・待烏 (SCアフア・京潟

塀うれしいのみ、つらい試合もありました。組み込んできた成果が

表れた楽しい三日間でした。 (杉山・田中)

やくやしい|! 次は勝ちたい。また頑張ります。 (鈴木・高橋)

●50オ以上の部   22組
日下・土屋 (希望が丘TC,SCアクア)

佐伯・丹野 (上郷グリーンヒリの

長島・神長 (寒り|□―ン・湘南フアミリー)

境 ・岩里 (YSC・ 旭台)

脩準決勝はチャレンジャー。一球を見つめて頑張りました。決勝は

欲を出さず一つ一つボールに集中しました。 (長島・神長)

●55オ以上の部   10組
神野・吉岡 硼南ファミリー・中央林問

大関・石田 幅須削
.イ

ヤランド・癬詢―ン)

里予山奇・本寸」二帥倉シーサイド'上娘|ク リーンヒル)

大谷・只限 1腋原グリーン)

務厳しい戦いでしたが二人の気持ちのコンビネーションがよくなり、

きょうの勝利に繋がりました。 (神野・吉岡)

●60オ以上の部   6組
板谷・平田 (NA城郷。相模原グリーン)

矢込・茂原 (レニツクス・小田急藤沢)

務久しぶりの試合でしたがよい緊張感でした。 1年ぶりに組んで楽
しいゲームでした。 (矢込・茂原)

●65オ以上の部   2組
斉藤・川島 聯倉宮カントリー)

草水・山下 (N Attll.亀 の甲山)

輩'年齢別ができてうれしい 1 健康でテニスができてうれしい |

(草水・山 ド)

神長 長島

田中 。杉山

鈴木・高橋

佐伯・丹野

75
46
64

長島・神長

神野・吉岡

61
64

野崎・村上

神野・吉岡

矢込・茂原

草水・山下

山下 。草水

64
26
76(4
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1第24回 ブロツク別シングルストーナメント ◎

●一般の部 108名
矢川 京子 (京浜)
青木美保子 (東急瞼山)

中野 恵子 (NA城郷)
吉田 幸子 (ケンウツド)

●一般の部 60名
鈴木 勝江 (ラ・ベーラ)

原  綾子 (大塚クラブ)
小島 英子 (横須賀)
福田 和代 (SCアクア)

肇某曇彗riP 4
60

●50オ以上の部 18名

癸琵」
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36
64

琲

　

鉢

黎
核
嘔
夢
颯

脩優勝できてうれしいです。ありがとうございました。 (青木)

脩準優勝できるとは思っていませんでした。自分なりに一生懸命

頑張りましたが、もっと技術をみがいて明日からも楽しくボー

ルを追いかけたい。 (吉田)

や役員の方々台風等で大変だったと思います。ありがとうございました。 (鈴木)

脩どの試合も 1ポイント1ポイントずつと思ってやっていました。

優勝できてとてもうれしいです(小島)

脩皆さんのおかげで卒業できました。

ありがとうございました。 (鈴木)

跛皆さんのおかげでよたよたしながらやれました。ありがとうございました。 (五十嵐)

小島・鈴木

青木・吉田

五十嵐

●一般の部 111名
野崎 映子 鋼 南 平)
原  葉子 (湘 南 平)
臼丼 昌子 (湘 南 平)
戸田富美子 (アミテイ)

●50才以上の部
小久保恵子 (鵠沼グリーン)

伊藤 文江 鋼南□―ン) 響 62
62

鶉準決勝のときから足に痛みがはしり、決勝では「自分のペース」

でがんばれてよかったです。 (原 )

塀卒業できるなんて夢みたいです。「うれしい」の一言です。応援ありがとうございました。(戸田)

や去年の屈辱を晴らしました。体調を整えて最後までプレーできたことを喜んでいます。

応援してくださった方々ありがとうございました。(小久保)

●一般の部 60名 ●50オ以上の部 9名

澤 美屏 1絣 )魂 η

雪 孟 聘
=三

二三卜「
]―

脩一生懸命練習してきました。優勝できてうれしいです。 (吉崎)

脩練習してくださった皆様のおかげです。ありがとうございます。 (相原)  相原
。吉崎。長島

巾練習や応援をしてくださった皆様のおかげで優勝できました。ありがとうございました。 (長島)

戸田 。原 小久保

76(4)
64

36
61
64

63

76(3)
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|‐.第網3回 ブロック対抗親睦戦 横浜国際プール 12月 13日    ③

思わぬ雪のため日程が変更になり役員さんは選手の調整におおわらわ。メンバーの変更や役員さんが代理

で加わるなど、当初の予定を多少手直ししての開催となりました。 1ラ ウンドはAと D、 Bと Cが対戦。

Aブロックが地の利もあって、大勢の応援団の声援を受け見事優勝。昨年の雪辱を果たしました。

●優勝 Aブ ロツク
スタートから気合い十分 !

瑯念願がかなつて優勝。とつてもうれしい !

選手の方々と応援の皆様のおかげです。

(西村 )

●応援賞 Bブロツク (3位 )
お手製のマラカスで賑やかに応援 !

螂日程が延びたため選手 9人、助つ人10人とギリギリ。
応援だけでもとがんばり、賞をいただき満足です。

(土屋 )

● 2位  Cブ ロツク
ブロック長もがんばりました !

や日程の変更で楽しみにしていた選手が出られな<な り残念。
力不足でしたが役員でカバー。みんな一緒に楽しみました。

(浜野 )

●おしやれ賞 Dブロツク (4位 )
小道具までビカピカのビンク !

り 1ポイントの差で 4位に甘んじました。
チームワークはブロツクのながでも一番。

(土屋 )

第4回 関東八都県シエア親睦 かながわ大会 」ヽ田原テニスガーデン 12月 5,6日
監督  入澤 多恵子
選手  50～ 54才 神長・長島組  55～ 59才 神野・吉岡組  60才以上 三浦・高橋組

12月 というのに汗ばむほどの陽気。富士山を背景に八都県の選手が小田原に集合しました。

シエアというもののヤング顔負けのストロークや破壊力あるスマッシュ。疲れを知らない ?見事なフット

ワークの選手とまだまだ現役同志の戦いでした。

神奈川はリーグ戦 1位でトーナメントに進出。決勝戦はリーグでしのぎを

削った埼玉県と再び対戦。 3-0と圧勝してみごと四連覇を飾りました。
試合後はスパウザ小田原に移り、表彰式と親睦パーティが和やかに催され

ました。各県趣向を凝らしたかくし芸あり、わが県も練習を重ねたフラ

ダンスを披露。パーティの最後に花を添えました。

来年は栃木県で開催されます。

1位

神奈川県

2位

埼玉県

3位

東京都

4位

茨城県

5位

千葉県

6イ立

群馬県

7位

栃本県

8位

山梨県



1鏃 2回 すみれ会チームトーナメント 54チーム
荏原 SSC 9月 17,18日/横浜スポーツマンクラブ 10月 8日 ,15日

不順な天候に悩まされた大会でしたが、54チームの参加を得て盛会のうちに終了し例年にも増してすばら

しい大会になりました。予選、本戦と進むうち親睦といいながら皆、勝負師に変身。白熱した試合を展開し

見ごたえのあるものでした。今年は初めての試合方法で行われ戸惑うことも多かったのですが、選手の皆様

の協力で無事終了し役員一同感謝しております。 (小林節子)。

●ビオラチーム
プリメリア

まだ。まだ。ひよこ

ブルースカイ

おひめさま

り予選突破を目標にチーム作りをしました。思い

がけない優勝という結果となりうれしいです。

また来年も参加したい。

雖おひめさまと皆に笑われここまできました。最後
まで私たちの気分はやつばり お。ひ・め。さ。ま !

●バンブーチーム
花あらし

麦わら帽子

ITR楽とんぼ

湘南フラワーズ

讐麦わら帽子という季節はずれのチームではあり

ますが、思いが |すず狂い咲きしてしまいました。

万歳 1万歳 !

晰 2年連続準優勝でうれしい。若い方たちが応援
に来て<ださリクラブにまとまりができました。

の巻

久しぶりに学生に戻った気分でバスに乗り遅れてはと、まだ薄暗い中チョッピリ寒さを感じつつ集合場所

である横浜駅へ向かいました。観光バスで一路福島へ向けて定刻に出発です。早朝にもかかわらず皆様目覚

めパッチリ、さすがすみれ会。途中渋滞もなく、定刻より少し早く福島市営コートに到着。高速道路を下り

る頃、とてもきれいな大きな虹が私たちを迎えてくれました。福島の方々と親善試合です。私たち神奈川の

メンバーを聞いて集まってくださった方は、現役の選手たち。我々も長旅の疲れも忘れ、強風の中試合開始

で楽しいひとときを過ごしました。終了後初日の温泉宿へ、夜の宴会も多芸で盛り上がり時間の過ぎるのを

忘れるほどでした。二日目蔵王観光は例年より早い降雪のため通行止めとなり、ルート変更になりましたが

フルーツラインを通って、リンゴをお土産に買い立石寺と最上川下りで晩秋を満喫しつつ二日目の宿鳴子温

泉へ、翌日は松島観光と仙台市内を廻つて全員無事に帰浜。全工程バスの長旅も修学旅行を思い出させる楽

しい旅でした。参加いただいた皆様ありがとうございました。 (矢後八重子)

■
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cブロック (第9回)10月 22日
鵠沼八部運動公園 32組   秦野中央運動公園 64組

前 日の激しい雨に、秦野のクレーコー トが使用できるかどうか役員
一同心配してお りました。しかし当日

はすばらしい晴天に恵まれ、開始時間を少々遅 らせることにより無事終了する
ことができました。

桃浜コー トではコーチ、先輩、同僚の応援に選手の皆さんは少
々緊張されながらゲームを楽しんでいるよ

・スペシャルオリンピクス日本へ 10万円

。NPOフ アミリーハウス (難病の患者家族の滞在場所)に 25万「 J

を日本女子テニス連盟が寄付。その一部を担いました。

ALT基 金     65017円

難民教育基金     160,380円 『日本女子テニス連盟国連難民対策募金窓口』口座振り込み

うでした。皆さまのご協力に感謝します。 (Cブロック長 浜野ちず子)



第111回 ヨコ八マ・八ンディ・テニス大会
11月 17日 (日 )肌寒い曇り空の下、横浜三ツ沢公園テニスコー トにおいて、障害者と健常者によるダブル

ス大会が開催されました。

今年も西は京都から、東は茨城まで一都七県、210名が集い、選手 。ボランティアの熱い思いと意気込みに、

寒さも吹き飛ぶ熱戦が繰り広げられま

した。

障害者のクラブ『ハンディ・テニス

ヨコハマ』の皆さんは、準備から積極

的に大会運営に参加し、受付、選手宣

誓、大会司会、表彰品の授与、閉会式

挨拶、等を担当いたしました。

選手上ホラレ′ティ「
アが一́体となって 151ギ憚鬱下訃彎管爾冒寧響彎彎瞥ず響瞥ザ■ザ

|「を■:す こ l‐大会がますます楽ヒ/く 長 ‐■||‐■■■|

く続くことを願っています。多くの方々のご協力を心より感謝申し上げます。

(大会委員長 牛村智恵子)

2002 ダンロップレデ ィーステニス トーナメン ト
荏原SSC  10月 10日

申し分ない好天気のもと初心者クラス12組、一般クラス64組が参加して開催されました。

ラウンドロビンの後、1,2位グループと3,4位グループに分かれてのトーナメントが行われ、選手にとって

はハードな一日。運営側も186マ ッチのコート割りに目の廻る忙しさでした。

過酷な日程にもかかわらず、すばらしい選手の方々が大勢参加して、あちこちのコートで厳しい戦いが繰

り広げられ、とても見ごたえがありました。

●―般の部  1,2位グループ優勝 荷川取・松本組
●初ノb者の部  1,2位グループ優勝 小田切 。中村組

3,4位グループ優勝 大山・沖組
3,4位グループ優勝 落合・澤田組

(担当 竹田)

J11職浜 ワ ー ル ドテ ニ ス 』 を 終 え て   横浜国際プール  11月 23日～ 12月 1日
ヽ
・ 硫響                               (審 判委員長 斎藤貴代)

ATP男 子国際公式戦 「横浜ワール ドテニス」も今年で 4回目。私たちもラインアンパイアとして、R&
S専門学校テニス科の学生11人との混成チームで参加しました。

審判初体験の学生もいて心配しましたが、素直で明るい学生たち。先輩審判員の「ラインの見方のポイント」

等のミーティングで、日々成長の見られる大会でした。

チャレンジャーで若く、思い通りにならないと騒いでラケットを投げ出す選手もいましたが、神奈川の新人

審判員坂回恵美子 (旧姓岡川)さ んはさすがプロのテニスプレーヤー「選手がラケットを投げたとき、拾っ

てプレーをしたかった |」 とのコメントに、少々緊張気味だった控え室が和みました。

大会のスーパーバイザーのトム・バーンズ氏より「密度こく現場を積んで」の指摘がありました。これから

もみんなで力をあわせて「よリレベルアップ」を目標にしましょう。

艤神奈i:1県女子テニス連盟会員数
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・取材はもちろんのことパソコン、デジカメまだまだ未熟者ですが、親しみの持てる紙面作りを心がけてまいります。 (斎藤)
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